
第４学年 国語科学習指導案

調べて発表しよう 「 伝え合う』ということ」１ 単元名 『

２ 指導観
○ 本学年の子どもたちは，国語科の「話すこと・聞くこと」の単元において，次のような学習経

験をしている。１学期の「伝言はまちがえずに」では，大事なことを短い言葉でメモしながら聞
くことや，大事なことをゆっくり話したり繰り返して話したりすることである。

子どもたちの「話すこと・聞くこと」に対する意識をアンケート調査したところ 「みんなの，
前や先生の前で，自分の考えや思っていることを進んで話せますか 」という質問に対しての回。
答は 「とてもできる」が２６％ 「だいたいできる」が４７％ 「あまりできない」が２２％，， ， ，
「できない」が５％だった 「話している人の方を向いて話を聞いていますか 」という質問で。 。
は 「とてもできる」が５８％ 「だいたいできる」が３７％ 「あまりできない」が３％ 「で， ， ， ，
きない」が１％だった。以上のことから，多くの子どもたちが話すこと・聞くことの活動に積極
的であることが言える。

一方，教師の目から見たところでは，子どもたちは，理由や事例を挙げないで自分の考えのみ
， 。を一方的に話していたり 話の意味を正確に理解できずに聞いていたりするといった実態がある

このことから，４年生として必要な話すこと・聞くことの力が十分に身に付いているとは言えな
い状況であると考える。

， ， 。 「 」 ，また 日常では 次のようなことを指導している 木曜日の朝に行われる 音読タイム では
， 。詩や短文などの朗読・暗唱等を行い 明るく力強い声が出せることに重点を置いて指導している

普段の学習の中では，国語科の学習に限らず，全員が発表する機会をなるべく設定し，人に正し
く伝わるように話す経験を重ねているところである。

○ 本単元は，資料「手と心で読む」に出会うことをきっかけに，点字などの「伝え合い」の方法
に興味を持ち，自分の課題を決め，調べて発表するとともに，交流によってさらに知識を得，も
のの見方・考え方を広げることをねらいとしている。このねらいを達成するためには，子どもた
ちには，次のような話すこと・聞くことの力が必要になる。

話すことについては，クラスの友達に自分の考えが分かるように筋道を立てて話すことができ
ることである。聞くことについては，話の中心に気をつけて聞き，自分の感想をまとめることが
できることである。

このように，本単元で設定する点字をはじめとした「伝え合い」について調べたり発表したり
する活動は，知らせたいことの中心を話したり聞いたりする技能を伸ばしていく上で価値がある
と考えられる。

○ 本単元の指導にあたっては，まず「つかむ」段階において，資料「手と心で読む」の読み取り
や点字の写真等によって，様々な「伝え合い」の方法があることを理解できるようにする。その

，「 」 ，上で たくさんの人と分かり合うためにはどうすればよいか という共通の学習課題を設定し
調べる，交流する，自分の考えをまとめる，といった過程で学習を進めていくことを確認する。

次に「伝え合う」段階において，点字や手話などの様々な「伝え合い」について自分の課題を
設定し，調べ，１分程度で発表できるよう発表原稿を書かせておく。発表に必要な資料と発表メ
モを準備させた後に，知らせたいことが聞く人によく分かるように，以下のような話す力を付け
ていく。

一つ目は，相手を見て，大事な言葉をゆっくり，はっきり話すことや，話のまとまりごとに間
をとりながら話す力である。その際にモデルＣＤを使い，よい話し方とよくない話し方を聞き比
べることで，知らせたいことが相手に伝わるような話し方を理解させ，その技能を身に付けさせ
る。

二つ目は，資料を見せ，必要な部分を指し示しながら話す力である。モデルビデオを使い，よ
い話し方とよくない話し方を比べることで，聞き手を資料に引きつける話し方を理解させ，その
技能を身に付けさせる。

また，聞く力をつけることも必要である。話の中心を聞き，感想を伝える力である。聞き取り
メモのモデルを使い，よいメモとよくないメモを比べることで，メモのとり方やその工夫の仕方
を理解させ，その技能を身につけさせる。さらには，メモをもとに，聞いたことに対する感想が
言えるように練習する。

以上のような話す力・聞く力をスモールステップによる練習で十分につけた上で，調べた課題
についての発表会を行う。

最後に 「いかす」段階では，多くの人が「伝え合う」ということはどういうことかについて，
の感想をグループで交流して，自分の考えをまとめたり，深めたりできるようにしたい。

こんなモデル・提示の仕方で
○ 速度や強弱，間のとり方を工夫して話す力をつけるために，ＣＤを使った音声によるモデル

提示を行う。その際，速度，強弱，間のとり方を工夫した話し方とそうでない話し方の二つの
音声を提示し，知らせたいことが相手に伝わるような話し方ついて考えられるようにする。

○ 資料の見せ方を工夫して話す力をつけるために，ビデオを使った映像によるモデル提示を行
う。その際，資料を見せたり指し示したりしている話し方と，そうでない話し方の二つの映像
を提示し，聞き手を資料に引きつける話し方について考えられるようにする。

○ 話の中心に気をつけて聞く力をつけるために，拡大メモ用紙を使った文章によるモデル提示
を行う。その際，話の中心を短い言葉で記号を工夫しながら書いたメモと，そうでないメモを
比較して提示し，話の中心を意識する聞き方について考えられるようにする。



３ 単元目標
○ 様々な「伝え合い」の方法に興味をもち，工夫しながら話したり聞いたりすることができるよ

うにする。
○ 自分の調べたことや考えたことがクラスの友達に分かるように，筋道を立てて話すことができ

るようにする。
○ 話の中心に気を付けて聞き，自分の感想をまとめることができるようにする。
○ 「伝え合う」とはどういうことなのか自分なりの考えをもって話し合うことができるようにす

る。

（全１４時間）４ 指導計画
段階 配時 ねらい 学習活動 主な支援と留意点

○ 単元全体の見通 ○ 様々な「伝え合い」の方法 ○ 点字による伝え合いのイメ
つ ２ しをもつことがで があることを理解する。 ージを子どもたちにもたせる

， ，きる。 ○ 「手と心で読む」の内容を ため 点字の写真を見せたり
か 読み取り，調べたいことをま 点字の実物に触れさせたりす

とめる。 る。
む

たくさんの人と分かり合うためにはどうすればよいか。

○ 計画に沿って， ○ 自分が調べたい課題を決め ○ 子どもたちに多様な課題を
伝 １１ 伝え合うための方 る。 持たせるため，点字にとらわ

法を調べることが ○ 自分が決めた課題について れず目や耳の不自由な人たち
え できる。 調べる。 の伝え合いについて，広い観

点で調べさせる。
合 ○ 知らせたい中心 ○ 調べたことをもとに，発表 ○ 知らせたいことの中心をは

をはっきりさせて 原稿を書く。 っきりさせるため 「はじめ， ，
う 簡単な組み立てで ○ 発表に必要な資料の準備を ・なか・終わり」の簡単な組

発表原稿を書くこ する。 み立てで３００字程度の原稿
とができる。 を書かせる。

本時 ○ 知らせたいこと ○ 話し方の練習をする。
モデル提示１９／１４ が聞き手によく分 〈話し方のポイント〉
話す速度や強弱，間のとり方４の〇 かるように，話す ・聞き手を見て話す。
が分かるように，モデルＣＤ４の〇 ときの視線 速度 ・大事なことをゆっくりはっ， ，
で話し方のよい例とよくない強弱，間のとり方 きり話す。
例のモデルを比較提示する。を工夫して話すこ ・話のまとまりごとに間をと

とができる。 る。
本時 ○ 知らせたいこと ○ 話し方の練習をする。

モデル提示２１０／１４ が聞き手によく分 〈話し方のポイント〉
資料の見せ方や指し示し方が４の〇 かるように，資料 ・資料を見せながら話す。
分かるように，モデルビデオの見せ方や指し示 ・資料を指し示しながら話す。
で話し方のよい例とよくないし方を工夫して話
例のモデルを比較提示する。すことができる。

本時 ○ 友達の発表の中 ○ 聞き方の練習をする。
モデル提示３１１／１４ 心を聞き，自分の 〈聞き方のポイント〉
聞き取りメモの記入のしかた４の〇 感想を伝えること ・記号を工夫して，大事なこ
が分かるように，モデルメモができる。 とを短い言葉でメモする。
でメモのとり方のよい例とよ・話の中心を落とさず聞く。
くない例のモデルを比較提示・メモをもとに感想を伝える。
する。

○ 話し方・聞き方 ○ 話し方・聞き方のポイント ○ 調べたことを分かりやすく
のポイントに気を に気をつけて，調べたことの 伝え合うために，話し方・聞

。つけて発表会をす 発表会をする。 き方のポイントを想起させる
ることができる。

い ○ 伝え合うという ○ 感想を交流し合い，伝え合 ○ 自分の考えをより深めるた
， 「 」か １ ことについて自分 うということについて，自分 めに いろいろな 伝え合い

す の考えをまとめる の考えをまとめる。 の方法や自分ができることを
ことができる。 グループで話し合わせる。



５ 本時 （９／１４） 

  

６ 本時の目標 

 ○ 発表の練習を通して，知らせたいことが聞き手によく伝わるように話すことができる。 
 ○ 知らせたいことが聞き手によく伝わる話し方をするために，モデルを通して，聞き手を見て，大

事な言葉をゆっくり，はっきり話したり，間をとって話したりすることができる。  
 
７ 本時指導の考え方 

  本時は，課題に沿って調べてきた内容の発表練習を通して，知らせたいことが聞き手によく伝わる

ような話し方ができるようにすることを目標としている。その際に，モデルを使って大事な言葉をゆ

っくり，はっきり話したり，話のまとまりごとや大事な言葉の前で間をとって話したりすることのよ

さに気付かせ，その技能を身に付けさせていきたい。 
  前時までに子どもたちは，「伝え合う」ということについて自分の課題に沿って調べ，それをもと

に発表原稿を書いている。その際「初め・中・終わり」の組み立てで，筋道立った原稿となるように

まとめていき，知らせたいことをはっきりさせた文を書くことができるようになってきている。しか

し，その知らせたいことを聞き手に伝わるように話すことはまだできていない。 
  そこで，本時はモデル提示や発表練習の仕方を段階的に取り入れることを通して，知らせたいこと

が聞き手によく伝わる話し方ができるようにしたい。 
本時の展開では初めに，前時，聞き手を見て話すために発表メモを書いたことを想起させ，本時の

めあてをつかませる。 
次に，モデル CD を使って，聞き手によく伝わる話し方を考えさせる。モデル CD では，早口です

らすらと話しているよくない例のモデルとゆっくり，はっきり，間をとりながら話しているよい例の

モデルを提示し，２つのモデルを比較することで聞き手によく伝わる話し方に気付かせていく。その

際，大事な言葉や話のまとまりが視覚的に分かりやすくなるよう，モデル文を提示する。また，話し

方のポイントを視覚的に理解し，練習の時に参考にできるよう黒板に掲示する。 
その後，実際に話し方のポイントに注意しながら練習をさせる。まずは聞き手を見ながら話す場を

設定する。聞き手を１回目は１人，２回目は２人にすることで，その場に応じた視線の合わせ方がで

きるようにしたい。話し手が話し終わったら，聞き手はアドバイスシートを用いて評価し，知らせた

い内容がよく伝わったかを知らせたり，話し手の達成していない部分を具体的に出したりして次の活

動が高まるようにしていく。次に，知らせたいことの部分ではゆっくり，はっきり話し，間をとりな

がら話す場を設定する。この時，知らせたいこととは自分の発表のどの部分かを明確にさせ，知らせ

たいことを意識しながら発表できるようにする。そのためにまず，モデル文を使って知らせたいこと

がどの部分かを確認する。その際，原稿を書くときに「中」の段落に話の中心を書いたことを想起さ

せ，知らせたいことの部分には赤線，間をとる部分には○を付けさせる。そして実際に発表する自分

の発表原稿に同じように印を付け，意識しながら話すことができるようにし，各自練習させる。その

後，知らせたいことを書いた「中」の段落だけ，全文を通しての順に３人組での練習を取り入れる。

その際，発表原稿を渡し，聞き手に観点が分かるようにする。 
  以上のことは段階的に活動を構成し，徐々に難しい段階へとステップアップできるようにしている。

それにより，子どもたちは意欲をもちながら話す力を付けていくことができるのではないかと考える。 
  最後に，ポイントに気を付けて練習ができたかを自己評価し，１時間の学習で分かったことやでき

るようになったことについて文章で書かせ，伸びを称賛し，次時への意欲へつなげていきたい。 
 
８ 準備 

○ 教師    モデル CD，モデル文，話し方のポイントの掲示用色画用紙，アドバイスシート 
○ 子ども   発表原稿，発表メモ 



 
９ 本時の展開 

主な学習活動 主な支援と留意点 
１ 前時の学習を振り返り，本時のめあてをつか

む。 
 

 
 
 
２ 知らせたいことを聞き手によく伝えるための

話し方を考える。 
○ モデルを聴いて，聞き手によく伝わる話し方

を考える。 
・ 聞き手を見て話す。 
・ 大事な言葉をゆっくり，はっきり話す。 
・ 話のまとまりごとや大事な言葉の前で 
間をとる。 
 

３ 知らせたいことを聞き手によく伝えるための

話し方を練習する。 
（１） 聞き手を見て話す練習をする。 

① ２人組で話す練習をする。 
② 聞き手はアドバイスシートを用いてア

ドバイスする。 
③ 役割を交代し，練習する。 
④ ３人組で同様に練習する。 

 
（２） 知らせたいことの部分ではゆっくり，はっ 
  きり話し，間をとる練習をする。 

① モデル文の中で，知らせたいことに印を

付ける。 
② 自分の発表原稿の知らせたいことに印

を付け，各自練習する。 
③ 「中」の段落の練習をする。 
④ 聞き手はアドバイスシートを用いてア

ドバイスする。 
⑤ 役割を交代し，練習する。 
⑥ 全文を通して練習する。 

 
４ 今日の学習を振り返る。 

○ ポイントに気を付けて練習ができたかを自

己評価し，今日の学習の感想を書く。 
 

○ 前時，聞き手を見て話すために発表メモを

書いたことを想起させる。 
 
 
 
 
○ 話し方のポイントを視覚的に理解できた 
り，練習の時に参考にしたりすることができ

るよう黒板に掲示する。 
○ よくない例とよい例の２つのモデルを 

提示し，比較して考えられるようにする。 

○ 大事な言葉や話のまとまりが視覚的に

捉えやすくなるよう，モデル文を提示す

る。 

 
○ 聞き手を１回目は１人，２回目は２人に 

して，その場に応じた視線の合わせ方ができ

るようにする。 
○ 聞き手は，知らせたい内容がよく伝わった

かどうかを知らせたり，話し手の達成してい

ない部分を具体的に出したりして，次の活動

が高まるようにしていく。 
 
 
○ 知らせたいことを原稿の「中」の段落に書

いたことを想起させる。 
○ 発表の時に意識して話せるように，ゆっく

り，はっきり話す部分には赤線，間をとる部

分には○を付けさせる。 
○ 発表原稿を聞き手に渡し，発表の観点が分

かるようにする。 
 
 
 
 
 
○ １時間の学習で分かったことやできるよ

うになったことについて文章で書かせる。 

 
 

知らせたいことが聞き手によく伝わるように話そう。 
めあて 



５ 本時（１０／１４） 

 

 

６ 本時の目標 

 ○ 話し方の工夫に気を付けて発表練習をすることを通して，聞き手を意識して自分の一番知らせた

いことがよく伝わるように話すことができる。 

 ○ 知らせたいことが聞き手によく伝わる話し方をするために，モデルを通して，知らせたいことの

中心を話す時に資料を見せたり，資料を指し示しながら話したりすることができる。 

 

７ 本時指導の考え方 

  本時は，聞き手を意識しながら話し方の工夫に気を付けて発表練習をすることを通して，知らせたいことが聞き手

によく伝わるように話すことができるようにすることを目標としている。その際に，モデルを使って知らせたいこと

の中心を話す時に資料を見せたり，資料を指し示しながら話したりすることのよさに気付かせ，知らせたいことが聞

き手によく伝わる話し方ができるようにしたい。 

  前時までに子どもたちは，知らせたいことを聞き手に伝えるための話し方の練習を通して，話し方の工夫について

学習し，聞き手を見ながら話したり，大事な言葉をゆっくりはっきり話したり，知らせたいことの前に間をとったり

することができるようになってきている。しかし，相手意識をもって，自分の一番知らせたいことがわかるように伝

えることはまだできていない。 

  そこで本時は，聞き手を意識した発表練習を通して，自分の一番知らせたいことが聞き手によく伝わるように話す

ことができるようにしたい。 

  まず初めに前時に学習した聞き手に伝わる話し方のポイントである「聞き手を見ながら話すこと」「大事な言葉を

ゆっくり，はっきり話すこと」，「知らせたいことの前に間をとること」を振り返り，これらのポイントに気をつけな

がら，グループで一人ずつ原稿の発表練習をする。そして，本時も前時と同じ「知らせたいことが聞き手によく伝わ

るように話そう。」というめあてで学習していくことを知らせ，さらに聞き手によく伝わる話し方のポイントを見付

けて練習していこうという意欲を喚起させる。 
  ここでモデルビデオを全員で見る。資料を見せたまま発表しているもの（よくない例）と，知らせたいことの中心

を読む時に資料を見せ，指し示しながら発表しているもの（よい例）を比較させる。後者の発表の仕方の何がよかっ

たかを考えさせ，後者の方が聞き手の「何だろう？」「もっと聞きたい」という思いが強くなり，より聞き手が興味

をもって聞き，知らせたいことがよく伝わることに気付かせる。絵カードを掲示し，視覚的にも捉えやすくする。 
  次に「知らせたいことの中心を読む時に資料を見せる」「資料を指し示しながら見せる」というポイントを意識し

ながら，前時と同じ３人１組のグループで発表練習をする。この時に資料を見せたり，指し示したりする目安として，

自分の発表原稿の中の「これは～」「ここの～」という言葉に着目させる。また「この○○を見てください」という

ような文章を付け加えてもよいことを指示しておく。一人ひとりの練習時間を充分に確保できるように，練習は教師

が時間を計り，「始め」「終わり」の合図を出すようにする。またアドバイスはアドバイスシートにある観点をもとに

簡単にすることを指示しておく。 
  最後に今日の学習で身に付いた力を実感できるように，自己評価させ，感想を書かせる。 
 

８ 準備 

○ 教師  モデルビデオ，話し方のポイントの掲示用色画用紙，掲示用絵カード，アドバイスシート 

○ 子ども 発表原稿，発表メモ 



９ 本時の展開 

主な学習活動 主な支援と留意点 

１ 前時の学習を振り返り，本時のめあてをつか

む。 

（１） 話し方のポイントを振り返り，ポイント

に気を付けながら発表練習をする。 

  ・聞き手を見ながら話す。 

・大事な言葉をゆっくり，はっきり話す。 

  ・知らせたいことの前に間をとる。 

   

（２） 本時のめあてをつかむ。 

    

 

 

２ 知らせたいことが，聞き手によく伝わる話し

方の工夫について考える。 

○ モデルビデオ（よくない例，よい例）を見

て，聞き手に伝わる話し方について考える。 

   

 

 

 

 

 

３ 知らせたいことを聞き手によく伝えるため

の話し方を練習する。  

（１） 自分の原稿の中で「絵を見せる場所」「絵

を指す場所」に印を付ける。 
（２） 各自練習をする。 

（３） グループで練習をする。 

（４） 聞き手はアドバイスシートを用いてアド

バイスする。 

（５） 役割を交代して練習する。 

 

 

 

４ 今日の学習を振り返る。 

○ ポイントに気を付けて練習ができたかを

自己評価し，今日の学習の感想を書く。 

○ 前時の学習を振り返りながら話し方のポ

イントを掲示していく。 

○ さらに聞き手によく伝わるポイントを見

付けて練習していこうという意欲を喚起さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ ２つのポイントが分かるように，絵カード

を提示する。 

 

 

 

○ 印を付ける所が見つけやすいように，印を

付ける所は，「中」の段落にあること，「これ

は～」「ここの～」という言葉を探し出すこ

とを，モデル文を使って教師と確認する。 

○ 練習の順番は教師が指示し，１人が練習し

ている間，残り２人は聞くようにさせる。 

○ 聞く観点が明確になるように，１回目の練

習では今日の２つのポイントについてアド

バイスし，２回目からは，前時までのポイン

トも合わせてアドバイスしていけるよう知

らせる。 

 

○ １時間の学習で分かったことやできるよ

うになったことについて文章で書かせる。 

 

    知らせたいことが聞き手によく伝わるように話そう。 

・ 知らせたいことの中心を読む時に絵

を見せる。 
・ 絵を指しながら話す。 

 

めあて 

モデルビデオを見て比較させることで，

聞き手に「何だろう？」「もっと聞きたい」

と思わせるための資料の使い方の工夫に

気付かせる。 

 



（１１／１４）５ 本時

６ 本時の目標

○ 対話練習を通して，話の中心に気を付けて聞き，感想を伝えることができる。

○ モデルを通して，工夫してメモしながら話の中心を聞く技能を身に付けさせ，聞いたことに対

しての感想を話し手に伝えることができる。

７ 本時指導の考え方

本時は，メモをとりながら話の中心を聞き取ることができるようにすることを目標としている。

その際に，モデルを使って，メモは大事なことのみを短い言葉で書く，記号を工夫して書くなど，

話の中心を聞くための方法を理解させ，その技能を身に付けさせていきたい。さらには，聞いたこ

とをもとに，話し手に感想を伝えさせることで，話の内容や話し方に関心をもって聞くことができ

るようにしたい。

前時までに子どもたちは，点字など様々な「伝え合い」について調べたことをもとに発表原稿を

作成し，話す速度や強弱，間のとり方の工夫や資料を見せながら話すなど，話し方の技能を高める

学習をしてきた。しかし，話の中心に気を付けて聞いたり，聞いたことをもとに感想を伝えるとい

った聞き方の技能については，未習得である。

そこで，本時は「聞くこと」に焦点を当て，メモをとりながら話の中心を聞く技能を身に付けさ

せるための学習を行う。話の中心を聞くことをねらいつつも，単にメモをとるといった相手の話を

一方的に聞き取る活動から，聞いたことをもとにして話し手に感想を伝えるといったように，徐々

に対話をしながら話したり聞いたりする活動へとステップアップさせていきたい。

本時の展開では，初めに，話の中心を聞くための方法としてメモをとること，聞いたことをもと

に感想を伝えることの２点を挙げて学習することを確認する。

まず，モデルメモをもとにして，メモをとりながら聞く練習をする。モデルメモは，聞いた言葉

をそのまま書いてあったり，必要なことが抜け落ちたりしているよくない例のモデルと，大事なこ

， 。とのみを短い言葉で書いたり 記号を工夫して書いたりしたよい例のモデルとを比較して提示する

このことで，メモは大事なことを短い言葉で書くこと，記号などを工夫して書くこと，話の中心と

なる大事なことを落とさずにメモができるようにする。その際，確認したメモのとり方のポイント

をキーワードで示し，メモのとり方の参考にさせる。児童のメモの中からも工夫しているものは拡

大提示して取り上げ，メモのとり方の工夫が全員で理解できるようにする。その後も何度か繰り返

しメモをとる練習を行い，話の中心に気を付けて聞くことができるようにする。

次に，聞き取ったことをもとに話し手に感想を伝える練習を行う。感想のモデルについては，友

達の発表を聞いて初めて分かったこと，友達の発表と自分が調べたことを比べたことの２つを文章

で提示し，選択して感想が言えるようにする。実際に友達同士で話し手と聞き手に分かれて対話活

動を行い，発表会の最終練習を行う。

以上のことは，スモールステップでの活動を構成し，易から難へと少しずつ変化をつけながら何

度も繰り返して聞く活動をする。このことで，意欲をもち続けて聞く活動に取り組み，かつ，聞く

力を伸ばすことができるであろうと考える。

最後に，１時間の学習でどんなことが分かったか，どんなことができるようになったかについて

， ， 。感想を書かせ 子どもたちの伸びや頑張りを賞賛し 次時の発表会の活動への意欲付けを行いたい

８ 準備

○ 教師 モデルメモ，キーワード用色画用紙，モデル文，プロジェクター

○ 子ども 発表資料，発表メモ



９ 本時の展開

主な学習活動 主な支援と留意点

１ 前時までの学習を振り返り，本時の学習のめ ○ 子どもたちに学習の見通しをもたせるた

あてをつかむ。 めに，聞く活動に絞って学習を行うことを

・大事なところを落とさないようにメモをとり 知らせる。

ながら聞く。

・友達の発表を聞いた後には感想を伝える。

めあて

話の中心に気をつけて聞き，自分の感想を伝えよう。

２ メモをとりながら聞く練習をする。

（１）教師の読み上げる例文を聞きながらメモを ○ 聞く活動に無理が生じないようにするた

とる。 めに，子どもたちのメモのとり方を確認し

（２）メモモデルを見て，メモの工夫の仕方を考 ながら，例文はゆっくり，間を取って読み

える。 上げる。

提示したモデルのいいところをとらえやす・大事な言葉を短く書く。

くするために，よい例のモデルメモとよく・記号を工夫する。

ない例のモデルメモを比較して提示する。・話の中心を必ず書く。

○ どんなメモを書けばよいかを分かりやす

くするために，メモのとり方のポイントを

短いキーワードで表示する。

（３）教師の読み上げる例文を聞きながら，工夫 ○ 全員がメモの仕方を工夫しながら話を聞

してメモをとる練習をする。 くことができるよう，何度か繰り返してメ

モをとる練習をさせる。

○ 児童の書いたメモの工夫を全員で共通理

解ができるよう，児童の中から工夫してい

るメモを拡大して提示する。

（４）メモのとり方をさらに工夫して，メモをと ○ 必要な箇所では話し手を見ながら聞くこ

りながらも，話し手や資料を見ながら教師 とができるよう，写真や絵を見せる言葉か

の読み上げる例文を聞く。 けをしながら教師が例文を読み上げる。

３ メモをもとにして感想を伝える練習をする。 ○ 聞いた後に感想を述べることが必要であ

（１）発表を聞いた後に感想を伝える必要性を確 ることに気付かせるために，数人の子ども

かめる。 を前に出させて発表と感想のやりとりを演

２ 感想のモデルを見て 感想の伝え方を知る じさせる。（ ） ， 。

感想の視点を持たせるため，感想のモデル・ ○○さんの発表を聞いて，～ということ「

を文章で提示し，誰もが感想を言えるようが初めて分かりました 」。

にする。・ ○○さんが調べたことと自分が調べたこ「

とを比べると，～でした 」。

（３）メモをとりながら教師の読み上げる例文を ○ 聞き取ったことをもとに感想を伝えられ

聞いて，自分の感想を伝える練習をする。 るよう，メモを見ながら感想を伝えてよい

ことを助言する。

（４）グループで発表の練習をし合い，聞いたこ ○ 様々な視点で感想が述べられるよう，モ

とをもとに自分の感想を伝える。 デルで示した視点以外にも，感想を述べて

よいことを助言する。

４ 今日の学習を振り返る。 ○ １時間で身に付けた聞く力を実感させる

○ ポイントに気を付けて練習ができたかを自 ために，メモのとり方と感想の言い方につ

己評価し，今日の学習の感想を書く。 いての感想を書かせる。



１０ モデル文

モデル文（４年〇組，〇組，〇組本時）

（ ） （ ）聞き取りメモのモデル ４年〇組本時 感想のモデル ４年〇組本時
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１１ 伝え合う力が育つための「話すこと・聞くこと」の単元を中心とした年間計画 ４年

時期 単元・題材・ねらい 話す力 聞く力 話し合う力

話題・相手・形態

本と出会う，友だち ○ 聞く人の方を見 ○ 話す人の方を見 ○ 意見を言うとき4

月 と出会う て，一度で聞き取 て 共感的に聞く には，理由を伝え， 。

「三つのお願い」 れる音量や速さで る。

話す。

段落のつながりに気 ○ 発表にふさわし ○ 共感・反発・疑 ○ 感想や自分の考5

月 をつけて読もう い言葉遣いで話す 問などの反応を示 えを発表する。。

かむ ことの力 ○ 聞く人の反応を しながら聞く。「『 』 」

。確かめながら話す

大事なことを落とさ ○ 大事なことを落 ○ 大事なことを確6

月 ずに話したり聞いた とさず，筋道を立 かめながら，短い

りしよう てて適切な言葉遣 言葉でメモを取り

「伝言はまちがえず いで話す。 ながら聞く。

に」

本と友達になろう ○ 考えやその理由 ○ 話す人の意図を ○ 自分の感想をま7

月 「白いぼうし」 をはっきりさせて 考えながら聞く。 とめ発表する。

話す。

「ぼく（わたし）

は△△なので…

だと思います 」。

調べて発表しよう ○ 自分の考えが伝 ○ 話の中心に気を ○ 互いの考えの相9

月 「 伝え合う』とい わるように，筋道 つけて聞き，自分 違点や共通点を考『

。 ，うこと」 を立てて話す。 の感想をまとめる えながら話し合い

自分の考えを深め

る。

場面を比べて読もう ○ 思ったことや考 ○ 友達の考えをし ○ 自分の感想と友10

月 「一つの花」 えたことを文章を っかり聞き取る。 達の感想の相違点

根拠に話す。 や共通点を考えな

がら話し合う。「ぼく（わたし）は

△ページに□□と

書いてあるので…

だと思います 」。
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場

11 材料の選び方を考え ○ 相手や目的に応 ○ 話し手の良さを ○ 取材したことを

月 よう じた話し方で話す。 考えながら聞く。 分かりやすく伝え

「四年三組から発信 ○ 意図をはっきり 合う。

します」 させて話す。

12 調べたことを知らせ ○ 事柄ごとにまと ○ 話し手の良さを ○ 調べたこと，分

月 よう め，順序を考えて 考えながら聞く。 かったことをグラ

「生活を見つめて」 話す。 フや表に整理して

発表する。

1 よりよい意見にまと ○ 賛成・反対など ○ ほかの人の意見 ○ 友達と互いの考

月 めよう の立場をはっきり を取り入れながら えや相違点を理解

「話し合って決めよ させて話す。 聞き，よりよい案 しながら，意見を

う」 ○ 体験したことや， を考える。 まとめるために話

知っていることを し合う。

例に挙げて話す。

2 言葉って，おもしろ ○ 言葉遊びのおも ○ 友達が考えた言 ○ 自分たちで考え

月 いな しろさが伝わるよ 葉遊びを聞いて楽 たり調べたりした

「言葉遊びの世界」 うに工夫して話す。 しむ。 言葉遊びをまとめ

て，グループごと

に発表すう。

3 学習したことを生か ○ 自分の考えを理 ○ 話し手の考えと ○ 互いの考えの相

月 して 由や根拠をあげて 自分の考えを比べ 違点や共通点を考

「ごんぎつね」 話す。 ながら聞く。 えながら話し合う。

朝の会でのスピーチ…子どもたちが意欲的に話せるようなテーマを設定する。

音読タイム…リズムよく音読したり，役割に分かれて声が出せたりする内容のものを選

ぶ。

その他の教科…グループ活動を多く取り入れ，話し合いをしながら学習を進めていける

ようにする。

総合…自分が調べたことや考えなどを発表する場面などに生かしていく。
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